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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

本プロジェクトでは、模擬難聴技術を活用し、日本と台湾での音環境が高齢難聴者にと

ってどのように聞こえているかを把握し、さらに、難聴者にフレンドリーな音環境を検討

していく。今年度は、日本と台湾でフィールドレコーディングを行い、音声・環境音デー

タセットの制作をすること、模擬難聴システムの技術を共有し実験環境を構築することな

どを目標とした。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

2018 年 8 月と 9 月にフィールドレコーディングおよび研究交流を実施した。8 月にはつ

くば、東京、大阪での録音、9 月には台北（台湾）、新竹（台湾）の街中の環境音を録音し

た。日本・台湾どちらにおいても、市民生活を反映するよう、公共交通機関、商業施設、

市役所、病院、銀行などの生活に密着した音シーンを収録した。これらの音について、デ

ータ整理と音の大きさや音色などに関する分析を行った。 

街中、特に交通音や警告音が、高齢難聴者にどのように受け止められているかを検証す

るために、模擬難聴を用いて、緊急性や危険性の評価を行う実験を開始した。難聴がある

場合は、音量が下がるだけでなく、音色も変化するため、緊急性や危険性が低く感じられ

る可能性がある。また、若年性難聴者を対象に、環境音の音源を当ててもらう実験を行っ

たところ、慣れ親しんだ音の方が何の音なのか認識しやすい、ということが示された。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 


